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令和 6年 7月 15日発行（1）第95号

　
５
月
10
日
（
金
）、
東
市
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
令
和
６
年
度
東

区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

令
和
6
年
度 

総
会
開
催

今
年
は
２
部
構
成
！

今
年
は
２
部
構
成
！

��

令
和
６
年
度
総
会
開
催

令
和
６
年
度
総
会
開
催

令和6年度役員紹介
役　職 氏　名 校　区
会　長 藤原 　俊廣 香椎下原

副会長
木場 　豊文 若　宮
四宮 カヅ子 香　陵

会　計 橋口 　秀晴 香　椎

監　事
西村　浩二 舞松原
伊藤　卓弥 筥　松

を
２
部
構
成
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
１
７
２
名
。

　

国
歌
斉
唱
に
続
き
物
故
者
へ
の

黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
会
長
あ
い

さ
つ
、
来
賓
か

ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
清
水

正
則
氏
（
香
椎

東
校
区
み
な
わ

会
）
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
事

業
報
告
と
決
算
報
告
、
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
予

算
（
案
）、
規
約
の
一
部
変
更
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
香
椎
校
区
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
メ
ン
バ
ー
と
「
焦
土

に
涙
す
」
を
歌
い
継
ぐ
会
に
よ
る

朗
読
劇
と
合
唱
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
20
年
６
月
19

日
の
福
岡
・
博
多
大
空
襲
を
実
体

験
し
た
香
椎
在
住
の
福
澤
信
子
さ

ん
の
手
記
を
元
に
し
た
も
の
で
、

目
の
前
に
展
開
す
る
よ
う
に
歌
わ

れ
る
名
曲
と
相
ま
っ
て
そ
の
日
の

恐
怖
が
、
平
和
の
大
切
さ
が
切
々

と
胸
に
響
い
て
き
ま
し
た
。

議　長議　長
清水　正則 氏清水　正則 氏

東区長東区長
平田 　成人 氏平田 　成人 氏

★ 朗読劇と合唱 ★
香椎校区ふれあいサロンメンバー&
「焦土に涙す」を歌い継ぐ会

　式典および総会の後には、香椎校区ふれ
あいサロンメンバーと「焦土に涙す」を歌
い継ぐ会による朗読劇と合唱が上演されま
した。
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1
会
の
運
営

❶
総
会
の
開
催

　

令
和
5
年
5
月
10
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
２
１
９
名

が
出
席
。

　

令
和
4
年
度
事
業
・
決
算
報
告
及

び
令
和
5
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等

を
決
定
し
た
。

❷
運
営
委
員
会

　

毎
月
１
回
の
定
例
会
と
し
て
、
委
員

27
名
（
校
区
連
合
会
長
23
名
、
女
性
部

代
表
4
名
）
に
よ
り
年
12
回
開
催
し
、

会
の
運
営
と
事
業
推
進
を
協
議
し
た
。

❸
専
門
部
会

　

総
務
部
会
・
教
養
文
化
部
会
・
体

育
部
会
・
健
康
部
会
・
広
報
部
会
・

伝
承
社
会
奉
仕
部
会
・
女
性
部
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
開
催
し
た
。

❹
女
性
部
会

　

校
区
女
性
部
長
（
23
名
）
等
の
連

絡
会
を
奇
数
月
中
心
に
開
催
し
、
女

性
部
活
動
の
推
進
な
ど
協
議
し
た
。

❶
東
区
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
及
び

新
任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

　

令
和
5
年
5
月
26
日
（
金
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　

対
象
者
33
名
（
出
席
25
名
）

　

済
生
会
病
院
出
張
健
康
教
室
よ
り

「
認
知
症
予
防
・
老
化
防
止
」
と
い
う

題
で
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

❷
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
5
年
7
月
6
日
（
木
）、
7
日

2
指
導
者
の
資
質
の
向
上

�

な
ら
び
に
育
成
事
業

 

令
和
5
年
度 

事
業
報
告（

金
）、
福
岡
市

　

東
区
運
営
委
員
会
よ
り
13
名
が
出
席

❸
東
区
男
女
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
5
年
9
月
8
日
（
金
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　

２
５
７
名
が
参
加

　

N
P
O
法
人
健
康
サ
ロ
ン
の
水
内
恵

子
氏
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

❹
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

令
和
5
年
11
月
8
日
（
水
）、
9
日

（
木
）、
秋
田
市

　

藤
原
会
長
出
席

❺
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

女
性
部
会
研
修
会

　

令
和
5
年
12
月
8
日
（
金
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
１
９
４
名

（
う
ち
東
区
28
名
）
が
参
加
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
千
原
玲
香
氏
に
講
演
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
他
各
種
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

❻
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

　

令
和
6
年
1
月
24
日
（
水
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
30
名
（
う

ち
東
区
6
名
）
が
参
加
。

　

早
良
区
第
二
白
寿
会
の
中
嶋
祥
元
会

長
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
分
科

会
に
各
区
会
長
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
出
席
。

3
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

�

活
動
の
促
進

❶
友
愛
訪
問
事
業

　

令
和
5
年
度
は
、
１
１
３
班
が
結

成
さ
れ
、
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、

夫
婦
暮
ら
し
等
の
家
庭
を
訪
問
し
、

R
4
年
度
R
5
年
度

ク
ラ
ブ
数

１
２
８

１
２
４

設
置
数

１
１
７

１
１
３

設
置
率（
％
）
91
・
4

91
・
1

4
健
康
を
進
め
る
運
動
の
推
進

❶
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

　

お
よ
び
参
加

◆
第
14
回
東
区
高
齢
者

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
5
年
8
月
25
日
（
金
）、
福
岡

市
立
東
体
育
館
競
技
場
に
て
99
名
が

参
加
。

❷
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
た
め
施
設
が
受
け
入
れ
で
き
ず
、

実
施
し
て
い
な
い
。

❸
社
会
奉
仕
の
日

　

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

　

令
和
5
年
9
月
20
日
（
水
）

　

１
２
４
単
位
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、

１
２
０
単
位
ク
ラ
ブ
が
次
の
と
お
り

参
加
し
た
。

・
美
化
活
動

　

81
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
１
４
０
６

名
が
参
加
し
た
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
活
動

　

2
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
22
名
が
参

加
し
た
。

・
美
化
と
環
境
同
時

　

37
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
６
９
４
名

が
参
加
し
た
。

友
愛
訪
問
活
動
を
展
開
し
た
。

◆
友
愛
訪
問
説
明
会

　

令
和
6
年
3
月
11
日
（
月
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
１
７
９
名

が
参
加
。

　

お
お
い
た
観
光
特
使
の
矢
野
大
和
氏

に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

◆
友
愛
訪
問
班
設
置
状
況

◆
福
岡
市
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
４
年
度
よ
り
廃
止
。

◆
第
31
回
東
区
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
5
年
10
月
4
日
（
水
）、
雁

の
巣
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
個
人
戦

１
５
２
名
参
加
。

◆
令
和
5
年
度
福
岡
市
健
康
づ
く
り

　
　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
5
年
9
月
25
日
（
月
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
て
、32
名
（
う

ち
東
区
4
名
）
参
加
し
、
認
知
症
予

防
講
話
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
。

◆
第
22
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
5
年
10
月
24
日
（
火
）、
舞

鶴
公
園
球
技
場
・
野
球
場
に
て
、
東

区
ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
45
名
出
場

（
赤
コ
ー
ト
優
勝
・
香
椎
浜
校
区　

柳
澤
保
氏
）。

◆
第
18
回
東
区
高
齢
者

　
　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

令
和
5
年
11
月
24
日
（
金
）、
東

体
育
館
競
技
場
に
て
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
を
行
い
、
80
名
参
加
。

◆
第
13
回
福
岡
市

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
6
年
1
月
31
日
（
水
）、
福

岡
市
民
体
育
館
に
て
１
３
５
名
（
う

ち
東
区
29
名
）
が
参
加
。（
カ
ウ
ン

ト
ア
ッ
プ
：
準
優
勝
・
青
葉
校
区　

平
川
巌
氏
、
第
8
位
・
名
島
校
区　

山
本
健
治
氏
、
第
9
位
・
照
葉
校
区

　

橋
野
啓
一
氏
）

◆
令
和
5
年
度

　
　

東
区
高
齢
者
健
康
教
室　

　

令
和
6
年
2
月
9
日
（
金
）、
東

市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
53
名
が

参
加
。

　

東
区
地
域
保
健
福
祉
課
の
方
に
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
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令和 6 年度 各専門部長・副部長

◆
第
46
回
東
区
高
齢
者
演
芸
大
会

　

令
和
5
年
7
月
20
日
（
木
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
11
組
・

１
１
２
名
が
参
加
し
、
応
援
者
は

２
０
５
名
。

◆
第
52
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
5
年
7
月
28
日
（
金
）、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
61
名
（
う
ち

東
区
11
名
）が
参
加
。（
囲
碁
の
部
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
戦　

優
勝
・
城
浜
校
区　

村

岡
節
夫
氏
、
三
・
四
段
戦　

準
優
勝
・

若
宮
校
区　

宗
末
範
人
氏
、
将
棋
の
部

有
段
戦　

準
優
勝
・
松
島
校
区　

宮
地

雄
一
郎
氏
、
級
位
戦　

準
優
勝
・
舞
松

原
校
区　

村
上
光
男
氏
）

5
そ
の
他
の
活
動

❶
文
化
活
動
の
充
実

◆
第
45
回
東
区
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
5
年
6
月
14
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

※�

会
場
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
と
な
り
中
止

◆
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
発
行

93
号　

５
５
０
０
部　

　

令
和
５
年
7
月
15
日
発
行

　

投
稿
２
０
２
作
品

94
号　

５
５
０
０
部

　

令
和
6
年
1
月
1
日
発
行

　

投
稿
２
１
０
作
品

◆
第
60
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

保
健
福
祉
大
会

　

令
和
5
年
8
月
30
日
（
水
）、
福
岡

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
８
８
０
名
、

演
芸
出
演
団
体
23
団
体
（
う
ち
東
区

3
団
体
）
が
参
加
。

◆
第
53
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

　

令
和
5
年
10
月
11
日
（
水
）
～
10

月
15
日
（
日
）、福
岡
市
美
術
館
に
て
、

東
区
ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
9
点
出
品

（
洋
画
5
点
・
日
本
画
0
点
・
書
1
点
・

写
真
0
点
・
工
芸
3
点
）。

◆
第
16
回
東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

令
和
5
年
12
月
21
日
（
木
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
34
名
出
演

し
、
応
援
者
は
１
９
６
名
。

※会場等の都合により、期日、会場等が変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症予防のため、中止等となる事業があります。

部　名 正副部長　

総務部
（4 名）

部　長 藤原　俊廣 香椎下原

副部長 木場　豊文 若　宮

教養部
（7 名）

部　長 山下喜久男 美和台
副部長 山下　聖夫 香椎東

体育部
（6 名）

部　長 西　憲二郎 舞松原
副部長 福永　　栄 三　苫

部　名 正副部長　

健康部
（6 名）

部　長 堤　　　章 筥　松
副部長 安部　五男 香　陵

広報部
（5 名）

部　長 田中　友春 名　島
副部長 髙地　國雄 東箱崎

部　名 正副部長　

奉仕部
（3 名）

部　長 山田　　勝 馬　出
副部長 竹島　康博 箱　崎

女性部
（4 名）

部　長 四宮カヅ子 香　陵
副部長 長野　光子 松　島

月 事　業　名 期　日 会　場 対 象 者 等

5
区　総会 10 日（金）東市民センター 単位クラブ会長・女性部長
市　総会 23 日（木）福岡市民会館 単位クラブ会長・校区女性部長
区　新任会長等研修会 30 日（木）東市民センター 新任会長・校区女性部長

6 区　高齢者囲碁・将棋大会 26 日（水）東市民センター 区高齢者

7

九州ブロック
老人クラブリーダー研修会

4 日（木）
5 日（金） 大分市 区役員

区　ねんりんクラブだより 15 日発行 会員他
市　高齢者囲碁・将棋大会 26 日（金）市民福祉プラザ 区大会入賞者

8
区　高齢者演芸大会 6 日（火） 東市民センター 区高齢者
区　ソフトダーツ大会 23 日（金）東体育館 区高齢者
市　高齢者保健福祉大会 26 日（月）福岡市民会館 市高齢者

9
区　男女リーダー研修会 9 日（月） 東市民センター 単位クラブ役員等
全国一斉社会奉仕の日 20 日（金）各校区内 会員
市　健康づくりリーダー研修会 25 日（水）市民福祉プラザ 校区役員等

10

市　高齢者ゲートボール大会 令和 4 年度より廃止

区　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 9 日（水） 雁の巣レクリエー
ションセンター 区高齢者

市　高齢者美術展 8日（火）〜
14日（月） 福岡市美術館 市高齢者

11
市　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 7 日（木） 舞鶴公園 区大会入賞者
全国老人クラブ大会 20日（水）〜

21日（木） 神奈川県 区会長等
区　高齢者健康スポーツ大会 25 日（月）福岡市民体育館 区高齢者

12 区　高齢者カラオケ大会 25 日（水）東市民センター 区高齢者

1

区　ねんりんクラブだより 1日発行 会員他
市　老人クラブリーダー
　　養成研修会 24 日（金）市民福祉プラザ 会員

市　ソフトダーツ大会 31日（金）福岡市民体育館 区代表
2 区　高齢者健康教室 6 日（木） 東市民センター 会員
3 区　友愛訪問説明会 10 日（月）東市民センター 班長・単位クラブ会長他
運営委員会 月 1 回 東区役所他 校区会長および女性部代表
女性部長連絡会 奇数月 東区役所他 校区女性部長等
専門部会 随　時 東区役所他 運営委員

令和 6 年度 月間事業計画
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2
月
9
日
（
金
）、
令
和
5

年
度
東
区
高
齢
者
健
康
教
室

を
東
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
53
名
が
参
加
の

も
と
開
会
前
に
健
康
チ
ェ
ッ

ク
。
そ
の
後
、
東
区
役
所
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

福
祉
課
に
よ
る
講
話
や
実
技

へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

講
話
は
「
認
知
症
の
早
期

発
見
・
早
期
対
処
の
た
め
に
」

と
い
う
題
で
、
認
知
症
に
つ

い
て
様
々
な
こ
と
を
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の

　

3
月
11
日
（
月
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
友
愛

訪
問
事
業
等
説
明
会
を
行
い
、

１
７
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
体
験
発
表
と
し
て

香
椎
東
校
区
み
な
わ
会
の
清

水
正
則
会
長
と
舞
松
原
校
区

令
和
5
年
度
東
区
高
齢
者
健
康
教
室

令和 5 年度友愛訪問事業等説明会

脳
ト
レ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で

脳
ト
レ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で

��

脳
を
活
性
化

脳
を
活
性
化

友愛訪問活動への友愛訪問活動への
� 理解と関心を高める� 理解と関心を高める

皆
さ
ん
は
、
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
真
剣
に
聴
い
て
い
ま
し

た
。

　

次
の
運
動
実
技
で
は
、
認

知
症
予
防
の
脳
ト
レ
と
ス
ト

レ
ッ
チ
と
い
う
こ
と
で
、
講

師
の
方
を
お
手
本
に
、
実
際

に
手
や
指
を
動
か
し
て
簡
単

な
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
終

始
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
有
意
義

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

栄
寿
会
の
中
野
千
恵
女
性
部

長
に
、
友
愛
訪
問
を
通
し
て
感

じ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
な
が
ら

実
体
験
を
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
て
、
お
お
い
た
観
光
特
使

の
矢
野
大
和
氏
よ
り
「
笑
っ
て

元
気
ー
日
本
人
の
財
産
ー
」
と

い
う
題
の
も
と
、
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
た
お
話
で
、
会
場
は
笑
い

声
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
が
終
わ
っ
た
後
は

皆
さ
ん
、
清
々
し
い
気
持
ち
に

な
ら
れ
た
よ
う
で
、
い
き
い
き

と
し
た
表
情
で
帰
路
に
つ
か

れ
ま
し
た
。

運動実技運動実技

講　話講　話

香椎東校区香椎東校区
みなわ会　会長みなわ会　会長
清水　正則 氏清水　正則 氏

舞松原校区舞松原校区
栄寿会　女性部長栄寿会　女性部長

中野　千恵 氏中野　千恵 氏
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楽
し
か
っ
た
、昔
あ
そ
び
交
流
会

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

　
「
あ
り
が
と
ー
」「
ま
た
き
て
ね
」

「
さ
よ
う
な
ら
」と
、校
舎
の
2
階
の

窓
か
ら
、か
わ
い
ら
し
い
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。小
さ
な
手
を
振
っ
て
く

れ
て
い
る
。私
た
ち
も
手
を
振
り
な

が
ら
、「
ま
た
来
る
よ
、あ
り
が
と
う
」

と
、声
を
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
11
日
と
2
月
27
日
、舞
松
原

小
学
校
一
年
生
１
２
８
名
と
、私
た

ち
の
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
34
名

と
、昔
あ
そ
び
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
西
憲
二
郎
会
長
は
小
学
校
の
先

生
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、紙
ヒ

コ
ー
キ
、な
わ
と
び
、お
は
じ
き
、お

り
が
み
、お
手
玉
、あ
や
と
り
、か
ぶ

と
、紙
ふ
う
せ
ん
、ビ
ー
玉
、け
ん
玉
、

ヨ
ー
ヨ
ー
の
ブ
ー
ス
を
決
め
ま
し

た
。ど
の
ブ
ー
ス
に
行
っ
て
も
子
ど

も
た
ち
の
目
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
紙
ヒ
コ
ー
キ
を
飛
ば
す
よ
」と
元

気
な
西
会
長
の
声
に
子
ど
も
た
ち
が

一
斉
に
飛
ば
し
て
歓
声
が
あ
が
り
ま

す
。「
イ
チ
、ニ
イ
、サ
ン
」と
な
わ
と
び

を
し
て
い
る
声
も
聞
こ
え
ま
す
。静
か

な
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち

が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
私
の
担
当
は
お
手
玉
と
、あ
や
と

り
で
す
。男
女
を
問
わ
ず
最
初
は
苦

戦
し
て
い
ま
し
た
。2
月
27
日
の
2

回
目
は
、お
手
玉
が
百
回
も
で
き
た

子
ど
も
が
い
て
、見
事
な
上
達
ぶ
り

に
驚
き
ま
し
た
。先
生
が
「
毎
日
昼

休
み
に
練
習
し
た
の
で
す
よ
」と
。な

る
程
、ど
の
ブ
ー
ス
の
子
ど
も
た
ち

も
上
手
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
で
き

た
、で
き
た
」と
笑
顔
で
歓
ん
で
い
る

姿
に
、私
た
ち
も
童
心
に
か
え
っ
て

の
楽
し
い
交
流
会
で
し
た
。

　
3
月
4
日
、「
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
へ
」「
あ
そ
び
を
お
し
え
て
く

だ
さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ま
い
ま
つ
ば
ら
小
学
校
一
年
生

一
同
」と
、１
２
８
名
の
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。先
生
方
か

ら
も
「
子
ど
も
た
ち
は
一
生
涯
、昔

あ
そ
び
を
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
」と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
。ど
の
カ
ー
ド
に

も
「
は
じ
め
は
で
き
な
か
っ
た
け

宇
宙
へ
の
進
出
（
後
編
）

舞
松
原
校
区
　
あ
か
つ
き
会
　
　
田
尻
　
和
馬

　
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
も
１
９
６
３
年

「
地
球
を
回
る
人
工
衛
星
」の
発
射
に

成
功
し
、衛
星
を
経
由
し
て
「
Ｔ
Ｖ

中
継
」が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、当
時
は「
静
止
衛
星
」で
は
な
く
、

地
球
の
自
転
と
の
時
間
的
ず
れ
か

ら
、衛
星
が
ア
メ
リ
カ
と
日
本
か
ら

同
時
に
見
通
せ
る
時
間
帯
だ
け
中
継

が
可
能
で
し
た
。そ
の
第
一
報
は
皮

肉
に
も
「
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
の
ニ
ュ
ー

ス
」で
し
た
。

　
１
９
６
９
年
7
月
20
日
、ア
メ
リ

カ
が
つ
い
に
ア
ポ
ロ
11
号
で
月
面
に

人
を
着
陸
さ
せ
ま
す
。月
か
ら
の
Ｔ

Ｖ
中
継
に
よ
り
、ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
船
長
が
月
面
に
印
し
た
「
靴
跡
」

が
映
し
出
さ
れ
、星
条
旗
が
立
て
ら

れ
た
月
面
を
跳
び
は
ね
る
よ
う
な
歩

行
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
一
人
の
人
間

に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩
だ
が
、人

類
に
と
っ
て
は
大
き
な
飛
躍
で
あ

る
」と
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
感
慨

深
げ
な
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。ア
ポ

ロ
計
画
は
11
〜
17
号
（
１
９
７
２
年

12
月
７
日
）ま
で
、13
号
を
除
き
、月

面
着
陸
に
成
功
し
、の
べ
12
名
が
月

面
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。ケ
ネ
デ
ィ

の
宣
言
通
り
無
事
帰
還
も
果
た
し
ま

し
た
が
、当
の
ケ
ネ
デ
ィ
は
残
念
な

が
ら
こ
の
大
偉
業
を
知
る
こ
と
な

く
、こ
の
世
を
去
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
人
工
衛
星
は
地
球
の
惑
星
探
査
に

も
向
け
ら
れ
、そ
の
映
像
も
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。「
土
星
の
輪
」が
大
小

の
氷
の
粒
で
あ
る
こ
と
も
映
し
出
さ

れ
、「
木
星
」「
天
王
星
」「
海
王
星
」に

も
小
さ
な
輪
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

回
転
の
違
い
か
ら
太
陽
の
惑
星
か
ら

外
さ
れ
た
「
冥
王
星
」に
は
「
ハ
ー

ト
型
」の
大
き
な
模
様
も
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

6
．
皮
肉
な
衛
星
中
継

7
．
月
面
に
「
人
が
立
つ
」

8
．
そ
の
後
の
衛
星

　
地
上
約
４
０
０
㌖
に
１
９
９
８
〜

２
０
１
１
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た

「
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
1
日
に
地

球
を
16
周
し
、無
重
力
状
態
を
作
っ

て
い
ま
す
。常
時
、複
数
国
の
宇
宙
飛

行
士
が
数
人
滞
在
し
、無
重
力
状
態

の
科
学
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
道
上
約
3
万
６
０
０
０
㌖
上

空
に
は
「
静
止
衛
星
」が
目
白
押
し

で
す
。地
球
の
自
転
と
衛
星
の
回
転

周
期
と
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、地

球
上
か
ら
見
て
静
止
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
国
が
打
ち
上
げ
、「
気
象
」「
通

信
」「
放
送
」な
ど
に
使
用
し
て
い
ま

す
。

　
以
上
、人
類
の
「
宇
宙
へ
の
進
出
」

を
書
き
並
べ
ま
し
た
。今
年
も
ま
す

ま
す
進
出
は
盛
ん
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ど
、お
し
え
て
い
た
だ
き
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。あ
り

が
と
う
」と
「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉

が
か
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
あ
り
が
と

う
」の
感
謝
の
心
が
、び
ん
び
ん
と
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
の
人
生
の
師
匠
が
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「『
あ
り
が
と
う
』は
奇

跡
の
言
葉
で
あ
る
。口
に
出
せ
ば
元

気
が
出
る
。耳
に
入
れ
ば
勇
気
が
わ

く
。『
あ
り
が
と
う
』の
中
に
は
感
謝

が
あ
る
。人
と
人
と
が
深
い
と
こ
ろ

で
通
い
合
え
る
」と
。子
ど
も
た
ち
の

「
あ
り
が
と
う
」は
私
の
心
に
ひ
び

き
、こ
ち
ら
こ
そ
「
あ
り
が
と
う
」と

感
謝
い
た
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

が
何
事
に
も
負
け
ず
、ま
っ
す
ぐ
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

な
が
ら
…
。
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群
青
の
モ
ス
ク

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会
　
元
江
独
虎（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

　

私
の
場
合
、一
人
旅
を
し
て
い

る
と
軽
い
興
奮
と
普
段
の
鈍
っ
て

い
た
感
性
が
刺
激
さ
れ
る
の
が
常

で
、海
外
と
な
る
と
な
お
一
層
で

あ
る
。過
去
、仕
事
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

を
合
わ
せ
30
余
国
を
歩
い
た
が
、

印
象
の
深
か
っ
た
思
い
出
を
少
し

話
し
て
み
た
い
。

◆
C
e
l
s
i
u
s
の
発
明

　

某
日
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
郊

外
、日
没
後
の
粉
雪
舞
う
林
の
中

を
走
る
バ
ス
。街
路
灯
の
乏
し
い

曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
ゆ
っ
く
り

進
ん
で
い
く
。そ
ん
な
時
、突
然
前

方
に
場
違
い
の
モ
ダ
ン
な
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
が
現
れ
た
。屋
上
に
は
ネ

オ
ン
サ
イ
ン
が
輝
き
、く
っ
き
り

〝
C
e
l
s
i
u
s
〟と
読
め
る
。

C
e
l
s
i
u
s
社
の
ビ
ル
に

群
青
色
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
で
あ
っ

た
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
旗
で
馴
染

み
あ
る
黄
色
に
群
青
の
青
だ
。暗

い
夜
空
に
映
え
る
そ
の
美
し
さ

に
呆
然
と
眺
め
て
い
る
と
、い
き

な
り
頭
を
叩
か
れ
た
よ
う
な
電

気
シ
ョ
ッ
ク
が
走
っ
た
。「
あ
、分

か
っ
た
！
」と
直
感
し
た
。読
者
の

皆
さ
ん
も
、あ
る
疑
問
に
合
点
が

行
き
、ハ
ッ
と
す
る
経
験
を
持
つ

方
も
多
く
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。無

意
識
の
う
ち
に
胸
に
引
っ
か
か
っ

て
い
た
長
年
の
疑
問
に
、答
え
が

衡
突
し
て
き
た
。そ
し
て
疑
問
が

解
け
た
。

　

皆
さ
ん
は
、温
度
の
単
位
「
×

×
℃
」、正
式
に
は
「
摂
氏
×
×

度
」を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
？　
「
摂
氏
」と

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
〝
C
e
l
-

s
i
u
s
〟の
漢
字
表
記
「
摂
爾

修
斯
」の
頭
文
字
〝
摂
〟に
日
本
語

の
〝
M
r
．〟と
し
て
〝
氏
〟を
付

け
た
記
号
で
あ
っ
た
。水
の
沸
点

と
凝
固
点
を
1
0
0
等
分
し
て

温
度
を
表
示
す
る
仕
組
み
が
こ
こ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
M
r
．C
e
l
-

s
i
u
s
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ

た
の
だ
。そ
し
て
彼
の
名
前
を
冠

し
た
会
社
が
今
も
生
き
て
い
る
。

暗
い
夜
空
を
背
景
に
群
青
色
の

〝
C
e
l
s
i
u
s
〟の
輝
き
が
さ

ら
に
青
さ
を
増
し
、忘
れ
え
ぬ
出

来
事
と
し
て
心
に
焼
き
付
い
た
。

　
真
っ
白
い
粉
雪
が
音
も
な
く
降

り
続
い
て
い
た
。

◆
砂
漠
の
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト

　

場
所
は
中
東
に
移
る
が
、サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、ア
ル
コ
パ
ー
ル
で

の
出
来
事
。片
側
4
車
線
の
道
路
が

走
り
、ま
た
所
に
よ
り
交
差
す
る

巨
大
な
交
差
点
、〝
R
o
u
n
d
ー

a
b
o
u
t
〟が
出
現
す
る
。こ
れ

ら
は
、驚
く
こ
と
に
信
号
機
な
し

で
機
能
し
、そ
の
様
は
正
に
圧
巻

で
あ
る
。一
方
、歩
行
者
に
は
困
っ

た
こ
と
に
そ
れ
と
わ
か
る
歩
道
、

横
断
歩
道
が
整
っ
て
お
ら
ず
寧
ろ

無
い
に
等
し
い
。や
む
な
く
路
肩

の
縁
石
を
よ
ろ
け
な
が
ら
歩
い
た

り
、高
速
で
行
き
交
う
車
の
合
間

を
縫
っ
て
横
断
を
決
行
す
る
。歩

行
者
は
命
懸
け
で
あ
る
。こ
ん
な

歩
行
者
無
視
、車
優
先
の
国
は
他

に
見
た
こ
と
が
な
い
。サ
ウ
ジ
は
、

回
教
が
支
配
す
る
中
東
で
最
も
戒

律
の
厳
し
い
国
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
が
、こ
の
よ
う
な
現
状
が
ア

ラ
ー
の
望
む
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う

か
？　

少
し
違
う
と
思
う
。地
上

に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
砂
混
じ
り
の

熱
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
。

　
夕
食
後
宿
泊
ホ
テ
ル
か
ら
ジ
ョ

ギ
ン
グ
に
出
か
け
た
帰
り
、9
時

を
回
っ
て
い
た
と
思
う
が
、高
湿

で
外
気
温
は
40
℃
を
超
え
て
い

る
。メ
イ
ン
道
路
か
ら
脇
道
に
外

れ
街
灯
の
乏
し
い
路
肩
を
歩
い
て

い
る
と
、某
ホ
テ
ル
の
入
り
口
に

「
月
と
星
」を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
ネ

オ
ン
サ
イ
ン
が
見
え
て
来
た
。近

づ
く
に
連
れ
、冷
気
さ
え
覚
え
る
。

更
に
引
き
込
ま
れ
る
様
な
妖
艶
さ

さ
え
放
っ
て
い
る
。オ
ー
ナ
ー
は

無
味
乾
燥
の
地
で
、心
潤
す
「
ア
ラ

ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
」の
世
界
を
演
出

し
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

殺
伐
と
し
て
い
る
が
、刻
々
と

微
妙
に
表
情
を
変
え
る
雰
囲
気
の

中
で
演
じ
ら
れ
る
群
青
の
マ
ジ
ッ

ク
に
暑
さ
を
忘
れ
暫
し
見
惚
れ
て

い
た
。

◆
群
青
の
モ
ス
ク

　
後
年
、国
内
某
所
に
て
、平
山
郁

夫
氏
の
作
品
、「
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
」を

見
る
機
会
が
あ
っ
た
。シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
と
い
う
技
法
を
用
い
た

版
画
で
あ
る
。絵
を
見
て
い
る
と
、

物
悲
し
さ
を
伴
っ
た
不
思
議
な
感

動
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
。イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
、ア
ナ
ソ
フ
ィ
ア
の

夜
に
深
く
静
か
に
佇
む
モ
ス
ク
。

夜
空
に
浮
か
ぶ
丸
く
て
黄
色
い
月

は
淡
い
光
を
放
っ
て
、群
青
の
闇

を
背
景
に
モ
ス
ク
と
モ
ス
ク
を
取

り
囲
む
数
塔
の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
を
優

し
く
照
ら
し
て
い
る
。荘
厳
で
、物

言
わ
ぬ
説
得
力
を
秘
め
た
寺
院
。

こ
の
作
品
と
の
出
会
い
は
、過
去

の
群
青
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
体
験

の
締
め
く
く
り
と
な
っ
た
。

　

私
は
、子
供
の
頃
か
ら
今
も
変

わ
ら
ず
群
青
が
大
好
き
だ
。私
の

趣
向
を
否
定
的
に
、要
矯
正
と
見

る
先
生
の
指
導
を
よ
そ
に
、青
色

に
固
執
す
る
私
。楽
し
く
は
な

か
っ
た
。し
か
し
、旅
で
の
体
験
が

心
の
中
で
絡
ま
っ
て
い
た
糸
を
解

き
、腑
に
落
と
し
て
く
れ
た
。で
き

る
も
の
な
ら
、過
去
の
幼
い
自
分

に
向
か
っ
て
「
僕
、心
配
す
る
な
、

何
も
変
な
こ
と
は
な
い
よ
。楽
し

め
よ
」っ
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

平
山
氏
の
「
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
」も
手

に
入
れ
た
い
が
、残
念
な
が
ら
無

理
の
よ
う
だ
。

　

既
に
古
希
も
越
え
た
現
在
、い

つ
か
家
内
と
二
人
の
ん
び
り
ト
ル

コ
、イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
「
群
青
の

モ
ス
ク
」を
訪
れ
る
こ
と
が
夢
で

あ
る
。
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第 35回

箱
崎
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

大
和
　
隆

神
仏
習
合
の
知
恵
で
現
代
社
会
を
癒
す

は
て
？「
神
仏
習
合
」の
筥
崎
宮
は
、

→
太
鼓
と
鐘
の
音
の
世
界
だ
っ
た
？

→
神
職
と
僧
侶
が
神
事
と
仏
事
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
？

→
お
寺
に
囲
ま
れ
、境
内
に
仏
教
関
連
施
設
が
あ
っ
た
？

→
本
殿
・
楼
門
・
回
廊
に
仏
像
を
祀
っ
て
い
た
？

回
答
は
全
て
正
解
⁈

【「
神
仏
習
合
」の
筥
崎
宮
】

　
筥
崎
宮
は
創
建
（
9
2
3
年
）か
ら
廃
仏
分
離

令
（
慶
応
四
年
・明
治
元
年
：1
8
6
8
年
）ま
で

の
約
9
0
0
年
、「
八
幡
大
菩
薩
筥
崎
宮
」と
も
称

さ
れ
神
職
と
僧
侶
が
同
時
に
奉
仕
す
る
「
神
仏
習

合
」の
世
界
だ
っ
た
。

　
現
在
、毎
朝
６
時
、楼
門
の
太
鼓
が
時
を
告
げ
、

太
鼓
の
世
界
が
始
ま
る
。

仏
事
は
鐘
の
世
界
。「
神
仏

習
合
」の
筥
崎
宮
は
太
鼓

と
鐘
の
音
が
交
錯
す
る
世

界
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
境
内
に
は
多
宝
塔
（
法

華
経
の
経
典
を
保
管
）・三

重
塔
・
本
地
堂
・
毘
沙
門

堂
・
護
摩
堂
・
鐘
楼
な
ど

多
数
の
仏
教
施
設
が
あ
っ

た
。（
図
１・２
）ま
た
分
離

【図 3】【図 3】

【図 2】【図 2】

令
時
、周
辺
に
十
の
神
宮
寺
が
あ
っ
た
。（
図
３
・表

１
）

【
神
仏
分
離
令
の
顛
末
】

　
神
宮
寺
は
廃
絶
、仏
像・経
典・仏
具
の
一
部
は

箱
崎
鯨
須
磨
で
焼
却
さ
れ
残
り
の
大
部
分
と
燈
籠

堂
は
恵
光
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。（
表
１・２・３
）

【「
神
仏
習
合
」の
遺
物
】

　
建
徳
銘
梵
字
板
碑
：境
内
唯
一
の
遺
物
。阿
弥
陀

三
尊
の
種
子
を
梵
字
で
配
す
。（
図
４
）

　
瓦
経
：瓦
製
の
平
板
に
経
文
を
刻
ん
だ
も
の
。境

内
で
発
掘
さ
れ
た
。（
図
５
）

【
ま
と
め
】

　
「
神
仏
習
合
の
平
安
・江
戸
時
代
は
平
和
だ
っ

た
、現
代
の
種
々
の
課
題
に
多
様
性
の
考
え
が
必

要
」と
の
識
者
の
意
見
が
あ
る
。「
神
仏
習
合
」の
筥

崎
宮
を
想
像
し
て
参
拝
す
る
と
課
題
が
解
決
す
る

か
も
。

【図 1】【図 1】

【
参
考
資
料
】

図
１：筥
崎
八
幡
宮
縁
起（
部
分・筥
崎

宮
所
蔵
）

図
２：筥
崎
宮
史　
Ｐ
27

図
３：箱
崎
浦
古
図（
一
部
）

図
４：建
徳
銘
梵
字
板
碑

図
５：瓦
経（
筥
崎
宮
所
蔵
） 

表
１・２：筥
崎
宮
神
仏
分
離
に
関
す

る
調
査　
筑
紫
頼
定
報（
新
編　
明
治

維
新
神
仏
分
離
史
料
十
巻
）よ
り
作
成

表
３：恵
光
院
由
緒（
恵
光
院
本
堂
落

成
記
念
誌
）よ
り
作
成

建物名 状況
護摩堂並び仏供屋（ぶくや）閼伽井（あかい） 護摩堂は恵光院に、その他は取除き

本地堂並びに宝堂門 取除き
毘沙門堂 取除き

燈籠堂 恵光院に移築
鐘楼 解除

連歌屋 取除き

表 2. 筥崎宮の仏教関係建物

【図 4】【図 4】

【図 5】【図 5】
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30 高齢者の社会参加を促進するため、交通費の一部を助成する高齢者の社会参加を促進するため、交通費の一部を助成する
高齢者乗車券を交付しています。高齢者乗車券を交付しています。

令和6年度

福岡市交通用福祉 IC カード

・毎年申請が必要です。
・申請は郵送またはオンラインで行います。
・申請受付後は 9月下旬頃から順次、高齢者乗車券の交付を行います。
・手続き方法は、福岡市政だより令和 6年 7月 15 日号をご覧ください。

❶福岡市交通用福祉 IC カード
❷タクシー助成券
❸福岡市営渡船　乗船引換券
❹今宿姪浜線乗合バスなぎさ号回数乗車券
❺早良区大字西地区乗合タクシー回数乗車券
❻曲渕線乗合乗合タクシー回数乗車券
❼オンデマンド交通チョイソコふくおか乗車券

乗車券の種類

交付額（所得区分と申請された月によって交付額が変わります）
申請月 7 ～ 12 月 翌年１～ 3 月 翌年４～６月 翌年７～９月

介護保険料所得段階 1 ～ 5 の人 12,000 円 9,000 円 6,000 円 3,000 円
介護保険料所得段階 6 ～ 7 の人 8,000 円 6,000 円 4,000 円 2,000 円

対象となる人（下記の❶❷いずれも満たす方に年 1回交付します）
❶市内に住民登録をされている満 70 歳以上の方
❷令和 6 年度介護保険料の所得段階が１～ 7 の方
　（7 月中旬に区役所からお送りしている介護保険料納入通知書でご確認いただけます）
※福祉乗車券（証）の対象者には交付されません。

高齢者乗車券郵送受付センター【問い合わせ先】 TEL：0120-502-633
FAX：0120-880-219

7 種類の中から、ご希望の 1 種類を選べます。券種の変更はできません。

7 月中旬から令和 6年度の申請手続きが始まります

（平日 午前 9時〜午後 5時）
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物
干
し
の
手
を
止
め
て
白
山
法
師

西
戸
崎
校
区
　
海
の
中
道
第
二
ク
ラ
ブ�

松
本
　
博
幸

ひ
い
孫
の
誕
生
も
あ
り
鯉
の
ぼ
り

三
苫
校
区
　
三
苫
第
一
福
寿
会�

落
石
　
フ
ジ
子

紫
陽
花
の
咲
き
ほ
こ
り
た
る
葉
も
繁
り

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

中
野
　
茂

薫
風
を
受
け
て
う
れ
し
や
服
を
脱
ぐ

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

安
河
内
　
福
雄

ぽ
ん
ぽ
ん
に
答
う
る
西
瓜
今
が
旬

香
椎
校
区
　
浜
男
ク
ラ
ブ�

竹
内
　
鉦
男

惜
別
の
宴
の
後
の
沈
丁
花

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

田
中
　
勇

早
朝
の
得
し
た
よ
う
な
明
け
の
月

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

大
木
　
英
二

道
端
の
咲
き
し
あ
ざ
み
に
し
ば
し
目
を

香
椎
校
区
　
香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

平
野
　
武
司

秋
鮭
の
口
尖
ら
せ
て
届
き
た
り

香
椎
校
区
　
香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

木
本
　
美
也
子

秋
が
好
き
が
む
し
ゃ
ら
食
う
ぞ
心
お
き
な
く

香
椎
校
区
　
香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

増
盛
　
静
江

曼
殊
沙
華
き
れ
い
だ
っ
た
な
母
香
う

香
椎
校
区
　
香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

橋
口
　
千
鶴
子

風
神
も
微
笑
み
さ
う
な
秋
桜

香
椎
下
原
校
区
　
み
ど
り
の
会�

中
野
　
弘
子

花
火
師
の
巧
の
技
や
闇
に
咲
く

香
椎
下
原
校
区
　
八
尻
た
ち
ば
な
会�

西
岡
　
俊
明

夏
雨
や
阿あ

そ

蘇
神
社
の
楼
門
仁
王
立
ち

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ�

山
下
　
聖
夫

潮
の
香
の
博
多
オ
キ
ウ
ト
初
夏
の
朝

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

田
中
　
よ
し
江

向
日
葵
の
に
っ
こ
り
ゆ
れ
て
こ
ん
に
ち
わ

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
野
　
博

黄
落
や
足
取
り
重
し
健
診
日

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

町
田
　
義
郎

秋
の
夜
や
本
を
読
み
つ
つ
目
も
と
じ
る

香
椎
東
校
区
　
綾
杉
会�

本
告
　
慶
子

揺
ら
い
で
る
水
に
映
り
し
鯉
幟

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

安
村
　
眞

五
月
雨
が
皆
輪
の
集
い
足
止
め
る

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

竹
下
　
正
見

大
手
毬
狭
い
庭
だ
が
咲
き
ほ
こ
る

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

岩
波
　
靖
子

老
若
も
笑
顔
で
踊
る
夜
更
け
ま
で

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
丸
　
光
明

ど
ん
た
く
や
達
者
な
三
味
の
連
来
た
る

香
椎
東
校
区
　
勅
使
道
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
香
寿
会
　
平
田
　
満
穂

山
笠
の
ぼ
せ
博
多
男
の
心
意
気

香
椎
浜
校
区
　
あ
そ
ぼ
う
会�
稲
冨
　
義
弘

散
歩
道
金
木
犀
の
香
り
か
な

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山
　
好

さ
る
す
べ
り
指
さ
す
先
に
故
郷
が

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

野
見
山
　
イ
ソ
子

香
絶
へ
ぬ
濡
衣
塚
に
花
の
雨

舞
松
原
校
区
　
水
谷
す
み
れ
会�

上
原
　
も
と
子

湯
浴
し
て
フ
ー
ッ
と
一
息
ち
ゝ
ろ
鳴
く

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

石
井
　
忠
彰

老
人
に
寄
り
そ
う
老
犬
夏
灯

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

上
野
　
幸
吉

人
の
声
み
な
の
み
込
ま
る
瀧
の
音

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

竹
内
　
敏
惠

納
涼
の
街
の
灯
遠
く
博
多
湾

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

吉
岡
　
桂
子

夕
焼
に
名
残
を
惜
し
む
脊
振
山

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

今
藤
　
勲

目
が
覚
め
て「
て
っ
ぺ
ん
か
け
た
か
」ま
だ
明
け
ず

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

横
溝
　
亮
一

夫
逝
き
て
佛
間
と
な
り
し
夏
座
敷

青
葉
校
区
　
第
三
み
ど
り
会�

前
田
　
ア
サ
エ

涼
風
と
と
も
に
孫
た
ち
立
ち
去
り
ぬ

青
葉
校
区
　
リ
ー
フ
タ
ウ
ン
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
　
林
　
壽
子

山
笠
の「
オ
イ
サ
」の
声
に
飛
沫
舞
う

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

松
尾
　
公
榮

低
空
の
ド
ロ
ー
ン
に
戦
ぐ
青
田
か
な

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

堤
　
和
則

双
葉
出
る
今
年
も
平
和
の
種
と
な
る

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

山
浦
　
輝
久

先
帝
祭
外
八
文
字
の
艶
や
か
さ

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

眞
木
　
洋
子

木
洩
れ
日
や
ゆ
れ
る
若
葉
の
影
お
ど
る

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

増
田
　
美
智
子

花
散
り
て
西
行
が
歌
沁
み
る
歳

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春

春
の
空
浮
き
雲
ふ
た
つ
寄
り
添
っ
て

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

何
故
か
し
ら
す
ご
い
数
い
る
水
馬

名
島
校
区
　
ソ
ロ
ン
名
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

佐
藤
　
幸
晴

挨
拶
を
短
か
く
済
ま
す
大
暑
か
な

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�
荻
原
　
渥
美



（10）第95号令和 6年 7月 15日発行

住
み
慣
れ
し
我
家
と
共
に
50
年

思
い
出
つ
の
る
古
き
隣
人

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

中
野
　
茂

土
起
す
土
竜
の
た
く
る
床
づ
く
り

苗
植
え
楽
し
八
十
八
夜

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

安
河
内
　
福
雄

河
内
ダ
ム
陽
差
し
ま
ぶ
し
く
藤
ゆ
ら
ぐ

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

満
生
　
弘
子

夏
空
に
大
輪
の
花
吾
子
の
笑
み

名
島
校
区
　
茅
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

明
石
　
日
出
美

初
紅
葉
さ
っ
そ
く
た
よ
り
の
言
葉
と
し

名
島
校
区
　
茅
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

西
村
　
節
子

虹
仰
ぐ
夫
と
二
人
の
旅
先
に

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
京
子

芒
原
超
へ
て
九
重
の
連
な
り
し

東
箱
崎
校
区
　
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ�
山
本
　
紀
美
子

少
し
づ
つ
母
は
遠
く
へ
夏
の
雨

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
義
弘

朝
焼
や
し
ば
し
眺
め
る
我
と
い
て

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
久
子

ひ
と
休
み
古
き
神
社
に
風
薫
る

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

永
尾
　
静
子

お
年
寄
り
時
間
通
り
は
遅
刻
で
す

西
戸
崎
校
区
　
海
の
中
道
第
二
ク
ラ
ブ�

篠
原
　
誠
次

二
次
会
の
割
り
勘
を
見
て
酔
い
が
さ
め

和
白
校
区
　
和
白
二
区
第
二
明
生
会�

花
田
　
豊

塵
出
し
は
亭
主
が
ゴ
ル
フ
行
く
つ
い
で

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

中
野
　
茂

無
力
な
国
連
新
渡
戸
稲
造
も
嘆
い
て
い
る

美
和
台
校
区
　
明
寿
会�

安
河
内
　
福
雄

め
が
ね
か
け
む
し
め
が
ね
と
り
た
し
か
め
る

美
和
台
校
区
　
美
和
会�

斎
田
　
順
子

切
り
の
ぞ
き
殺
し
も
あ
り
と
囲
碁
の
友

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

田
中
　
勇

Ａ
Ｉ
を
作
れ
し
人ひ

と類
の
お
ろ
か
さ
よ

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

山
浦
　
輝
久

お
呼
び
で
な
い
冥
土
の
使つ

か
い者

を
待
た
せ
お
き

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

久
原
　
義
宣

裏
は
良
か
日
本
に
ビ
デ
オ
特
に
金

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

独
虎（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

聞
く
耳
は
聞
く
流
す
耳
か
ロ
バ
の
耳

青
葉
校
区
　
リ
ー
フ
タ
ウ
ン
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ�

大
渕
　
章

図
に
の
れ
ば
そ
ろ
そ
ろ
出
る
か
ブ
ー
メ
ラ
ン

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春

浮
き
草
の
気
楽
を
知
っ
た
定
年
後

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

懸
命
に
話
し
か
け
す
る
選
挙
前

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

満
生
　
弘
子

期
待
よ
り
不
安
が
多
い
Ａ
Ｉ
化

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

真
鍋
　
峰
子

Ｄ
Ｖ
も
共
同
親
権
ど
う
な
る
の

名
島
校
区
　
茅
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

明
石
　
日
出
美

長
生
き
が
一
番
不
安
と
み
ん
な
言
い

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

板
谷
　
吉
秀

ス
グ
レ
ジ
も
な
れ
て
き
ま
し
た
払
い
は
現
金

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

上
村
　
元
子

会
の
お
茶
自
分
の
分
を
忘
れ
て
る

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

大
木
　
英
二

粗
相
で
も
言
い
訳
い
ら
ぬ
ボ
ケ
の
振
り

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ�

山
下
　
聖
夫

同
窓
会
め
っ
き
り
増
え
た
ス
ニ
ー
カ
ー

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
野
　
博

腹
の
傷
見
せ
合
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
会

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

矢
澤
　
伊
久
男

秋
茄
子
は
亭
主
食
わ
す
な
嫁
が
食
い

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

町
田
　
義
郎

一
年
が
歳
の
速
さ
で
走
り
去
る（
80
歳
な
ら
80
㌔
）

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

井
上
　
和
彦

蚤
と
り
と
動
き
は
同
じ
カ
ル
タ
取
り

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

安
村
　
眞

A・I
が
進
化
し
な
が
ら
今
の
世
を
支
配
す
る
の
も
遠
か
ら
じ

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

竹
下
　
正
見

八
十
路
で
も
現
役
役
員
ガ
ン
バ
ル
ゾ
ー

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ�

岩
波
　
靖
子

友
情
で
共
に
睦
み
し
ダ
ー
ツ
の
日

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代

犬
連
れ
て
散
歩
の
つ
も
り
が
さ
せ
ら
れ
た

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

石
井
　
忠
彰

我
家
に
は
目
刺
の
よ
う
な
鯉
の
ぼ
り

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

上
野
　
幸
吉

ブ
レ
イ
キ
を
踏
ん
だ
つ
も
り
が
ア
ク
セ
ル
だ

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

今
藤
　
勲

電
子
マ
ネ
ー
ど
う
す
り
ゃ
い
い
の
タ
ン
ス
預
金

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

横
溝
　
亮
一

あ
と
幾
日
孫
の
帰
省
を
待
ち
わ
び
る

青
葉
校
区
　
リ
ー
フ
タ
ウ
ン
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ�

林
　
壽
子
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よ
ろ
け
づ
に
年
を
重
ね
て
一
人
旅

八
十
年
の
時
を
刻
み
て

和
白
東
校
区
　
親
和
会�

福
田
　
房
子

紅
の
い
ち
ご
と
桜
天
と
地
に

降
り
積
む
花
弁
豊
穣
の
香
よ

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

田
中
　
勇

一
年
生
何
人
行
っ
た
と
聞
く
男
子

君
が
一
番
今
日
も
元
気
だ

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

大
木
　
英
二

花
咲
き
て
幾
星
霜
を
仰
ぎ
見
る

「
点
と
線
」と
の
桜
木
一
つ

香
椎
校
区
　
香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

平
野
　
武
司

や
せ
た
指
箸
が
重
い
と
言
う
姉
の

う
す
き
背
を
だ
き
淚
を
か
く
す

香
椎
校
区
　
香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

　
橋
口
　
千
鶴
子

こ
の
町
を
終
の
す
み
か
と
決
め
た
の
に

な
じ
み
の
店
の
閉
店
さ
び
し

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

中
嶋
　
文
子

県
外
の
甥
や
姪
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

名
物
届
く
夫
の
命
日

香
椎
校
区
　
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

伊
藤
　
房
子

喜
び
も
悲
し
み
も
秘
む
妻
の
掌
に

「
か
ん
し
ゃ
」と
書
い
て
両
手
で
つ
つ
む

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ�

山
下
　
聖
夫

夕
や
け
と
い
っ
し
ょ
に
帰
る
カ
チ
ガ
ラ
ス

巣
で
ま
つ
子
え
と
や
る
柿
の
実
と

香
椎
東
校
区
　
綾
杉
会�

本
告
　
慶
子

み
な
わ
会
発
足
し
早
十
周
年

と
も
に
学
び
し
川
柳
短
歌

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

安
村
　
眞

長
い
あ
い
だ
手
入
れ
せ
ざ
り
し
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム

今
朝
は
一
本
夫
に
供
え
り

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

小
島
　
ム
ツ

青
色
の
下
励
ま
し
あ
っ
て
友
と
登
る

雪
渓
残
る
立
山
雄
山

香
椎
東
校
区
　
綾
杉
会�

栗
川
　
賜
郎

友
よ
り
の
電
話
に
込
め
し
励
ま
し
に

湧
き
出
る
ち
か
ら
微
笑
み
に
変
え

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

原
田
　
千
恵
子

す
だ
く
虫
声
の
音
い
ろ
に
聞
き
耳
で

楽
し
い
夢
と
一
夜
す
ご
せ
ん

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

竹
下
　
伊
都
子

青
葉
風
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
心
地
よ
く

目
指
す
は
百
歳
私
の
ロ
マ
ン

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代

秋
来
た
る
暑
さ
も
残
る
風
さ
や
か

散
歩
の
小
道
友
と
語
ら
う

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山
　
好

鷺
草
の
清
ら
な
花
は
此
の
家
を

守
る
主
の
姿
に
も
似
て

舞
松
原
校
区
　
高
寿
会�

伊
東
　
文
枝

サ
イ
レ
ン
の
騒
さ
き
音
に
窓
開
け
て

行
く
先
見
れ
ば
そ
こ
は
小
火
な
り

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�
石
井
　
忠
彰

夕
立
に
急
ぎ
駆
け
こ
む
軒
の
下

触
れ
る
肩
先
思
わ
ず
笑
顔

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

今
藤
　
勲

旗
振
り
に
新
入
生
の
足
音
の

風
に
薫
り
て
心
や
す
ら
ぐ

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

松
尾
　
修
三

遠
き
日
に
耳
の
そ
う
じ
を
し
て
く
れ
し

母
の
冷
た
き
手
の
よ
み
が
え
る

青
葉
校
区
　
第
三
み
ど
り
会�

梅
林
　
廣
子

ス
イ
ミ
ン
グ
膝
腰
当
た
る
水
圧
に

杖
忘
れ
じ
の
長
年
の
夢

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

松
尾
　
公
榮

孫
往
に
て
庭
に
残
れ
る
泥
団
子

「
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」と
ふ
声
も
残
り
て

青
葉
校
区
　
第
二
み
ど
り
会�

上
野
　
洋
子

濡
れ
遊
ぶ
藤
の
蔓
辺
に
雨
脚
の

伝
い
流
る
る
春
を
運
び
て

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

吉
村
　
英
昭

腹
の
底
ド
ー
ン
と
響
く
花
火
音

百
花
繚
乱
夜
空
彩
り

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

眞
木
　
洋
子

米
国
で
飛
ば
し
た
ジ
ョ
ー
ク
は
貰
い
物

見
返
り
飛
ば
ぬ
ト
マ
ホ
ー
ク
嗚
呼

青
葉
校
区
　
青
葉
長
生
会�

独
虎（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

離
陸
機
の
爆
音
響
く
多
々
良
川

あ
っ
と
い
ふ
間
に
小
さ
な
点
に

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春

ゆ
と
り
な
く
つ
く
し
ス
ギ
ナ
と
変
身
し

月こ
よ
みは

季
節
は
早
や
夏
季
と
な
り

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

満
生
　
弘
子

う
つ
つ
に
は
ス
マ
ホ
決
済
な
り
ゆ
き
て

老
い
た
る
吾
ら
デ
ジ
タ
ル
難
民

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

真
鍋
　
峰
子

今
は
亡
き
心
優
し
き
八
代
亜
紀

歌
い
し
曲
に
幸
せ
は
ぐ
く
む

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

板
谷
　
吉
秀

久
し
振
り
手
紙
を
書
き
ぬ
百
均
の

便
箋
詫
び
つ
つ
ふ
る
里
の
友
へ

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

鈴
山
　
好
子

《
訂
正
と
お
詫
び
》

　
本
紙
第
94
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
7
ペ
ー
ジ
　
ふ
る
里
に
歴
史
あ
り

　
地
名
の
由
来
　
2
か
所
目

（
誤
） 

深
男
神
社 

→ （
正
） 

浜
男
神
社
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こ
の
た
び
は
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
へ
広
告
の
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

　
は
じ
め
ま
し
て
、
今
号
か
ら

広
報
部
長
と
な
り
ま
し
た
名
島

校
区
の
田
中
友
春
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
2
2
2
作
品
延
べ

1
1
9
人
の
方
か
ら
の
投
稿

が
あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
ご
支

援
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
な
お
、
今
後
は
、
紙
面
及

び
審
査
の
関
係
上
、
随
筆
は

1
0
0
0
文
字
以
内
、
俳
句
等

は
2
句
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
世
界
を
見
渡
す
と
、
紛
争
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
本
紙
を
読
ま
れ
、
少
し

で
も
心
の
平
和
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
広
報
部
長
　
田
中
　
友
春
）

第 16回東区高齢者カラオケ大会

12 月 21 日（木）、第 16 回東区高齢者カラオケ大会を開12 月 21 日（木）、第 16 回東区高齢者カラオケ大会を開
催しました。演目は演歌から歌謡曲、シャンソン、ポップ催しました。演目は演歌から歌謡曲、シャンソン、ポップ
スと幅広く、34 名（内デュエット 1 組）の出演者の皆さスと幅広く、34 名（内デュエット 1 組）の出演者の皆さ
んは、十八番の一曲、新しく開拓した曲など、それぞれがんは、十八番の一曲、新しく開拓した曲など、それぞれが
堂々と、切々と歌い上げられていました。感動に包まれた堂々と、切々と歌い上げられていました。感動に包まれた
会場からは、出演者にそれぞれ歓声や大きな拍手が送られ会場からは、出演者にそれぞれ歓声や大きな拍手が送られ
ていました。ていました。
　約 2 時間の楽しい時間はあっという間　約 2 時間の楽しい時間はあっという間
に過ぎ、最後にはお楽しみ抽選会もあっに過ぎ、最後にはお楽しみ抽選会もあっ
て会場は最後の最後まで盛りあがっていて会場は最後の最後まで盛りあがってい
ました。来年もまた、みんなで元気な声ました。来年もまた、みんなで元気な声
を響かせましょう！を響かせましょう！

堂々と切々と堂々と切々と
歌い上げる出演者に感動!!歌い上げる出演者に感動!!

加茂　ヒサ子加茂　ヒサ子さんさん
【香椎校区】【香椎校区】

早川　淳早川　淳さんさん
【若宮校区】【若宮校区】

9292歳歳 8888歳歳

　今回の最高齢者は以下のお 2 人です。　今回の最高齢者は以下のお 2 人です。
年齢を感じさせない若々しい歌声でした。年齢を感じさせない若々しい歌声でした。

◆ 最高齢者賞 ◆◆ 最高齢者賞 ◆


